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2022 年度前期授業の実施方針の改訂について 

２０２２年度の前期授業の方針については、６月１４日付けで CNS 掲示板等におい

て対面での通常授業を可能として通知したところでありますが、新型コロナウイルス感

染症の新規感染者数が再び増加傾向であり感染拡大が懸念されることから、７月１１日

開催の新型コロナウイルス感染症対策本部会議において「新型コロナウイルス感染防止

のための行動指針」のレベルが 0.5 から１に変更されました。これを受けまして７月１

４日（木）より当面の間、講義科目の授業については、オンライン授業を推奨すること

とします。ただし、臨時定員の範囲内で対面授業の実施が適切と判断された場合は

「2022 年度前期における授業実施方針について（改訂版）」における【新しい生活様

式の実践】等に沿って、対面授業等を実施してください。 

授業の実施方法については、各教員から受講学生へ CNS 等で通知をお願いします。 

引き続き、感染防止に向けて一層のご配慮とご協力をお願い申し上げます。 

なお、今後も学内及び学外での感染状況を踏まえた上で、授業の実施方針について変 

更する場合があります。その際は改めてお知らせいたします。 



山梨大学新型コロナウイルス感染症対策本部会議 令和 ４年 ７月１１日 

 

2022年度前期における授業実施方針について（教員用）改訂版 

（新型コロナウイルス感染症対策） 

 

「新型コロナウイルス感染症のための行動指針」のレベルがレベル05.から1になったため、新型コロナ

ウイルス感染症の拡大防止と学生・教職員の健康・安全面を考慮し2022年度前期における授業実施方針を

以下のとおり改訂します。 

 

Ⅰ．【新しい生活様式の実践】  

１．一人ひとりの基本的感染対策 

（１）人との間隔は、できるだけ２ｍ（最低１ｍ）空ける。 
（２）会話をする際は、可能な限り真正面を避ける。 
（３）外出時や屋内でも会話をするとき、マスクを着用。 
（４）自宅に帰ったらまず手や顔を洗う。 
（５）人混みの多い場所に行った後は、できるだけすぐに着替える、シャワーを浴びる。 
（６）手洗いは 30秒程度かけて水と石けんで丁寧に洗う。手指消毒薬の使用も可。 
（７）高齢者や持病のあるような重症化リスクの高い人と会う際には、体調管理をより厳重にする。 

２．日常生活を営む上での基本的生活様式 
（１）まめに手洗い・手指消毒・咳エチケットの徹底。 
（２）こまめに換気（エアコン併用で室温を 28℃以下に）。 
（３）身体的距離の確保。 
（４）「３密」の回避（密集、密接、密閉）。 
（５）一人ひとりの健康状態に応じた運動や食事、禁煙等、適切な生活習慣の理解・実行。 
（６）毎朝の体温測定（37.0 度未満）、健康チェック。発熱又は風邪の症状がある場合はムリせず自

宅で療養。 
（７）発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。接触確認アプリの活用も推奨。 
（８）地域の感染状況に注意する。 

３．移動に関する感染対策 

（１）感染が流行している地域からの移動、感染が流行している地域への移動は控える。 

（２）発症したときのため、誰とどこで会ったかをメモにする。接触確認アプリの活用も推奨。 

（３）地域の感染状況に注意する。 

４．その他 

（１）大学 Web サイト・CNS・TV・新聞・SNS 等を毎日複数回確認し、常に最新情報を得た上で、山

梨大学生として適切に行動すること。フェイクニュースに十分注意すること。 
 

Ⅱ．【授業実施に係る基本方針】 

１．７月１４日から授業方針を変更する。 
２．実験・実習・実技・演習などを除き、講義科目は、「オンライン授業」を推奨する。ただし、対面 

授業の実施が適切と判断される場合においては、原則臨時定員の範囲内で対面授業を実施するこ

とができる。 



３．専門科目等で、オンライン授業と対面での授業が前後に混在する場合は、当該教育プログラム（当

該学科等）で状況を把握するとともに、学生の過度の負担とならないように配慮する。 
４．感染状況が悪化した場合、講義科目等はすべて原則「オンライン授業」とする。 

 
 
Ⅲ．【講義等の実施に係る方針】 

1. 各教育プログラムは、オンライン授業の実施状況と履修学生の状況を把握し、必要に応じて全学

で情報共有しつつ、個々の課題を解決すること。 

2. オンライン授業においても、シラバスに記載した到達目標を達成できるように適切に授業設計

を行うこと。 

3. 達成度評価については、オンライン試験の実施や小レポートの活用により複数回にわたって授

業の理解度の把握に努め、随時適切なフィードバックを行うことにより学習目標の達成をめざ

す「形成的な評価」を試みる等、到達目標に応じた適切な達成度評価手法を選択すること。 

この際、学生間に不公平が生じないよう、十分に配慮すること。 

4. オンライン授業においても、時間割に決められた曜日・時限・教室等は当該授業で利用してよい

（但し、諸般の事情により、教室を移動してもらうこともあり得る）。 

5. オンライン授業を自宅等で受講できない履修学生は、学内の Wi-Fi 環境を利用して受講するも

のとすること。 

この際、両隣・前後の席を空けて、学生間に十分な距離を取るように配慮するとともに、換気に 

も充分注意すること。 

6. 履修者が臨時定員を超える場合には、隔週でオンラインと対面を切り替えさせるなど、授業担当 

教員が適宜調整すること。 

7. 授業回数のカウントは、授業内容によって担当教員が弾力的に判断すること。 

8. 著作権について十分に配慮すること。 

学生にも著作権の順守を求め、講義動画の録画や学生間・インターネット上での共有を決して行

わないように指導すること。 

9. オンライン授業の実施については、大学教育センターで情報提供とサポートを実施する。 

 

Ⅳ．【実験、実技、実習、演習等の実施に係る方針】 

1. 学部・研究科等の各種教育プログラムの実情に応じて様々な工夫を凝らし、前述Ⅰ．【新しい

生活様式】が常に保たれた環境を厳密に確保した上で、細心の注意を払って実施すること。 

2. 感染状況が悪化し、学生を一か所に集めて実施できなくなった場合の対策も各プログラムにお

いて検討しておくこと。 

 

Ⅴ．【その他】 

1. やむを得ない事情で授業（オンライン授業も含める）が実施できない場合、レポート・研究課

題を課す、休日を利用して授業をおこなうなど、授業担当教員の裁量と責任により、授業と同

等の教育を実施し、その質を保証すること。 

2. 教育効果を確保し、各授業の到達目標を達成できるよう、事前・事後の学修課題を適切に課す

ことに努めること。 

3. 本方針はあくまでも原則であり、授業内容・形態や実施方法等がこの方針になじまない場合に



ついては、この方針によらず授業を実施することができる。その場合には、授業担当教員の責

任において，学生及び教職員の健康・安全に配慮し、感染拡大防止のための衛生管理を徹底的

におこなうこと。 

4. 新型コロナウイルス感染症の状況の変化に伴い、本方針を見直す場合がある。 



教室名 収容定員 試験定員
臨時定員

（交互席）
教室名 収容定員 試験定員

臨時定員
（交互席）

ＬＣ－１１ 80 40 40 Ｙ－１１ 84 48 42
ＬＣ－１２ 56 35 28 Ｙ－１２ 77 44 39
ＬＣ－１３ 56 35 28 Ｙ－１３ 40 24 20
ＬＣ－１４ 72 48 36 Ｙ－１４ 40 24 20
ＬＣ－１５ 56 35 28 Ｙ－１５ 110 66 55
ＬＣ－１６ 56 35 28 Ｙ－３１ 129 82 65
ＬＣ－１７ 80 40 40 Ｙ－３２ 129 82 65
ＬＣ－２１ 56 35 28 Ｙ－３３ 129 82 65
ＬＣ－２２ 56 35 28 Ａ１－１１ 70 44 35
ＬＣ－２３ 81 54 41 Ａ１－３１ 66 40 31
ＬＣ－２４ 81 54 41 Ａ１－４１ 70 36 35
ＬＣ－２５ 56 35 28 Ａ２－１１ 80 40 40
ＬＣ－２６ 56 35 28 Ａ２－１２ 80 40 40
ＬＣ－２７ 120 80 61 Ａ２－２１ 323 176 99 ※
Ｍ－１１ 126 63 61 Ｂ２－１１ 136 90 66
Ｍ－１２ 275 146 98 ※ Ｂ２－２１ 69 45 35
Ｎ－１１ 216 118 76 ※ Ｂ２－２２ 69 45 35
Ｎ－１２ 218 129 78 ※ Ｂ２－３１ 69 45 35
Ｎ－２１ 45 30 23 Ｂ２－３２ 69 45 35
Ｎ－２４ 68 34 34 Ｂ２－４１ 69 45 35
Ｎ－３２ 104 52 50 Ｂ２－４２ 69 45 35
Ｎ－３３ 68 34 34 Ｂ３－２１ 64 32 32
Ｎ－４１ 104 52 52 Ｂ３－２２ 60 34 30
Ｎ－４２ 68 34 34 Ｔ１－１１ 100 50 50
Ｓ１－１１ 123 82 60 Ｔ１－１２ 120 60 60
Ｓ１－１２ 20 10 10 Ｔ１－２１ 100 50 50
Ｓ１－１３ 54 32 26 Ｔ１－２２ 120 60 60
Ｓ１－１４ 123 78 61 Ｔ１－３１ 120 60 60
Ｓ１－２１ 28 15 15 Ｔ１－３２ 120 60 60
Ｓ１－２２ 114 76 56

※ 収容人数の多い大教室については、学生の授業前後の密集、密着を考慮のうえ他教室より低い比率で定員の設定を行った。

✖ ✖ ✖ ✖ ✖

● ● ● ● ●

✖ ✖ ✖ ✖ ✖

● ● ● ● ●

✖ ✖ ✖ ✖ ✖

● ● ● ● ●

✖ ✖ ✖ ✖ ✖

● ● ● ● ●

✖ ✖ ✖ ✖ ✖

● ● ● ● ●

✖ ✖ ✖ ✖ ✖

● ● ● ● ●

✖ ✖ ✖ ✖ ✖

● ● ● ● ●

　　※対面授業における臨時定員（交互席）の目安は、下図の例のとおり前後左右1座席空けて
       座ることを想定し、収容定員の1/2～1/3程度の定員数としています。

M号館

B2号館

N号館

B3号館

T1号館
S1号館

L号館

Y号館

A1号館

A2号館

対面授業「臨時定員」目安一覧


